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「２２５銘柄全てをユーザー銘柄管理へセットする方法」

今回紹介する機能は、初心者向けとなっております。

しばらくぶりにＪＰソフトを使ってみて、こういう事は出来るのか？という疑問があっ
た場合、解説書から探すのは面倒くさいのではないでしょうか。

そういう場合、疑問点はＪＰ法研究会へお問い合わせ下さい。会報作成時とタイミング
が合えばこのように紙面で解説します。タイミングが合わない場合は、ホームページな
どで手順をアップしていきます。

日経平均採用銘柄の２２５銘柄全てを注目銘柄とし、「ユーザー銘柄管理」へ登録、チ
ャートを順番に見ていきたい場合、「絞り込み検索」を使うと簡単にセット出来ます。

２２５銘柄全てについて、最初から手入力していかないと登録出来ない、という事はあ
りません。

「絞り込み検索」には検索後、合格した銘柄を注目銘柄とし、「ユーザー銘柄管理」へ
セットする機能が備わっています。これを応用します。

■「絞り込み検索」画面

「６１．検索対象銘柄選択」をクリックします。
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「６１．検索対象銘柄選択」

日経平均採用銘柄を選択し、「選択実行」をクリックします。

画面が戻ってきたら、「７４．検索結果→銘柄シート」をクリックします。

「７４．検索結果→銘柄シート」

下記のように入力して、「実行」をクリックします。

※コメントは入力しなくてもかまいませんが、セットしておくと、後で解説する「一覧
表」で見出しとなり、どんな銘柄が入っているのかが分かるようになっています。
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絞り込み検索中の各検索をしなくても、７４番を使えば「ユーザー銘柄管理」へ出来ま
す。

次に「７３．銘柄管理」をクリックし、セットした銘柄が入っているのかを確認してみ
ましょう。

「７３．銘柄管理」

銘柄シート番号に「２２５」と入力後、エンターキー押下、または、「読込」をクリッ
クします。

このように表示されると思います。

２２５採用銘柄が入っているのが分かりますね。
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株価をセットしたい場合は、「終値読込」をクリックします。

指定した日付の終値がセットされます。今回は２０１９年８月２日。

※上記画面の株価はザラ場のデータです。場が引ける前にデータを取得しているため

ＪＰ法株価分析システムメインメニューから「手動株価データ変換」→
「タワーデータ変換」を利用
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「一覧表」をクリックしてみましょう。

今まで作成したユーザー銘柄シート全てが表示されます。

「一覧表」

先にコメントに「２２５採用銘柄」と書いた事によって、ここで表示される見出しに採
用され、どんな銘柄群が入っているのかが一目で分かります。

２２６番は、見出しがなくどんな銘柄が入っているのかが分かりません。
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次は、２２５採用銘柄を順番に表示する方法です。

「分析チャート」をクリックします。

下記の画面となります。通常は「はい」をクリックします。

続けてユーザー銘柄シート番号を入力する画面となります。
２２５と入っているはずですから、そのまま「ＯＫ」をクリックします。

※２２５と番号が入ってない場合は、２２５と入力して「ＯＫ」をクリックしてくださ
い。
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２２５採用銘柄のコード番号順の一番最初である１３３２日水が表示されます。

「次銘柄」で次の２２５採用銘柄が表示されます。

同時に表示される下記の「銘柄コード選択」画面から
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チャートを見たい銘柄を選択後、ダブルクリックするか、「表示」でその銘柄が表示さ
れます。

※順番を飛ばして対象のチャートを表示します。

６９５４ファナックの表示
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「分析チャート」ではなく、「ＪＰチャート」から２２５採用銘柄を見ていきたい場合

ここまでの手順で既にユーザー銘柄管理「２２５番」には２２５銘柄がセットされてま
す。

なので、「ＪＰ分析メニュー」から「ユーザー銘柄管理・連続チャート」をクリック

「はい」をクリック

２２５と入力し「ＯＫ」をクリック
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ＪＰチャートで１３３２日水が表示されます。

「分析チャート」の時と同じように「銘柄コード選択画面」が同時表示されます。
使い方は、先に解説した通りです。


